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説
し
た
上
で
、
地
域
計
画
の

策
定
や
実
現
に
必
要
な
施
策

に
つ
い
て
「
関
係
行
政
機
関

に
対
す
る
意
見
の
提
出
」
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
新
た
な
農
地
政
策

の
課
題
と
し
て
、
半
農
半
Ｘ

や
農
福
連
携
な
ど
「
多
様
な

農
業
者
に
よ
る
豊
か
な
農
的

生
活
」
の
実
現
の
た
め
に
、

農
業
委
員
会
が
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

稲
垣
専
務
は
、
基
本
法
の

理
念
（
農
業
の
持
続
的
発
展

と
農
村
の
振
興
）
を
実
現
す

る
た
め
、
同
法
26
条
に
、
地

域
計
画
に
基
づ
い
て
多
様
な

農
業
者
を
含
む
地
域
全
員
で

農
地
を
最
大
限
に
活
か
す
農

業
構
造
の
確
立
が
明
記
さ
れ

た
意
義
を
強
調
。
農
業
委
員

会
に
と
っ
て
｢

地
域
計
画
の

実
現
」
に
道
筋
を
つ
け
る
こ

と
が
農
地
利
用
最
適
化
推
進

の
最
重
点
活
動
に
な
る
と
力

を
招
い
て
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
改
正
と
農
業

委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
役

割
」
を
テ
ー
マ
に
創
立
70
周

年
記
念
の
講
演
会
を
行
っ

た
。

京
都
府
農
業
会
議
は
６
月

26
日
、
京
都
市
内
で
第
１
２

５
回
総
会
に
あ
わ
せ
て
農
業

委
員
会
会
長
等
研
修
会
を
開

催
し
、
講
師
に
全
国
農
業
会

議
所
の
稲
垣
照
哉
専
務
理
事

食
味
は
甘
さ
と
シ
ャ
リ
感
が

優
れ
、
酸
味
が
少
な
い
の
が

特
徴
だ
。

今
年
も
特
性
の
評
価
を
進

め
、
京
都
府
で
初
の
果
樹
の

品
種
登
録
を
め
ざ
し
て
い

る
。

盆
の
需
要
期
に
高
値
販
売
が

期
待
で
き
る
。

昨
年
の
調
査
で
は
、
８
月

上
旬
に
、
重
さ
３
５
０
㌘
で

糖
度
12
度
の
果
実
が
収
穫
で

き
た
。
「
二
十
世
紀
」
よ
り

果
皮
の
外
観
が
き
れ
い
で
、

京
丹
後
市
は
、
明
治
時
代

か
ら
続
く
梨
の
産
地
で
、
９

月
に
旬
を
迎
え
る
青
梨
の

「
ゴ
ー
ル
ド
二
十
世
紀
」
が

主
力
品
種
と
な
っ
て
い
る
。

丹
後
農
業
研
究
所
で
は
、

「
ゴ
ー
ル
ド
二
十
世
紀
」
よ

り
早
く
収
穫
で
き
る
早
生
品

種
の
選
抜
と
京
都
府
独
自
の

新
品
種
の
開
発
に
挑
戦
。
既

存
品
種
の
交
配
種
子
を
播
種

し
、
試
験
栽
培
で
選
抜
し
た

優
良
な
早
生
の
青
梨
系
統
の

特
性
を
調
べ
て
い
る
。

こ
の
系
統
は
、
８
月
上
旬

か
ら
収
穫
で
き
る
た
め
、
旧

ら
農
園
代
表
）
と
、
２
０
０

種
類
以
上
の
ハ
ー
ブ
や
花
き

を
栽
培
す
る
石
原
麻
美
子
さ

ん
（
京
都
市
、
Ｉ
Ｓ

Ｂ
Ｏ

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
代
表
）
が
務

め
る
。

参
加
は
無
料
。
詳
し
く

は
、
京
都
府
農
業
会
議
の
特

設
サ
イ
トhttps://www.a

gr-k.or.jp/~kyoto-j/se

minar/index.php

ま
で
。

京
都
府
農
業
会
議
は
、
京

都
で
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
人
を
対
象
に
「
新
規
就

農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
８
月
25
日

（
日
）
に
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
で
開
催
す
る
。

当
日
は
、
農
外
か
ら
新
規

参
入
し
た
２
人
が
講
演
し
、

参
加
者
の
相
談
に
応
じ
る
。

講
師
は
、
イ
チ
ゴ
・
オ
ク

ラ
な
ど
を
栽
培
す
る
上
村
慎

二
さ
ん
（
八
幡
市
、
か
み
む

主
催
す
る
「
女
性
農
業
委
員

座
談
会
」
の
座
長
を
務
め
、

女
性
農
業
委
員
の
活
動
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

農
家
か
ら
の
相
談
に
気
軽

に
対
応
し
、
農
地
を
活
か
し

て
食
農
活
動
に
取
り
組
み
、

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も

熱
心
な
委
員
が
各
地
域
に
お

ら
れ
ま
す
。

地
域
の
農
地
を
適
正
に
利

用
し
続
け
る
に
は
、
農
業
者

が
農
業
を
し
た
い
と
思
い
、

地
域
住
民
が
農
業
者
を
応
援

し
た
い
と
思
う
環
境
づ
く
り

が
必
要
で
す
。
都
市
開
発
が

進
み
転
用
案
件
が
多
い
城
陽

市
で
も
、
農
業
者
は
、
消
費

者
に
寄
り
添
っ
た
魅
力
的
な

ブ
ラ
ン
ド
特
産
物
を
生
産
し

て
い
ま
す
。

美お

味い

し
い
食
べ
物
に
は
、

２
人
と
も
目
が
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
城
陽
市
の
農
業

が
続
く
こ
と
を
願
い
、
農
業

委
員
の
役
割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
城
陽
市
農
業
委
員
会
・

中
村
貴
子
委
員
、
岡
本
三
枝

子
委
員
）

京
都
府
立
大
学
准
教
授
の
中

村
貴
子
委
員
が
務
め
て
い
ま

す
。中

村
委
員
は
、
昨
年
度
ま

で
２
年
間
、
近
畿
農
政
局
が

城
陽
市
の
女
性
農
業
委

員
（
２
人
）
は
共
に
中
立

委
員
で
、
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま

し
ろ
女
性
部
城
陽
支
部
長

の
岡
本
三
枝
子
委
員
と
、

野
菜
と
酒
米
「
祝
」
な
ど
を
生

産
。
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
地
元
の
飲
食

店
、
漬
物
業
者
、
小
中
学
校
給
食

な
ど
に
出
荷
し
て
い
る
。

地
域
の
寄
り
合
い
、
共
同
作

業
、
消
防
団
の
活
動
に
加
え
、
学

生
時
代
の
経
験
を
活
か
し
て
小
学

生
の
陸
上
ク
ラ
ブ
監
督
と
し
て
忙

し
い
日
々
を
過
ご
す
岩
井
さ
ん
。

畑
か
ら
長
靴
を
履
い
た
ま
ま
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
直
行
し
て
指
導
に
あ
た

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

「
ひ
た
む
き

に
努
力
す
る
子

ど
も
た
ち
の
姿

は
、
自
分
の
農

業
経
営
に
重
な

る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
家
族

で
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
を
満
喫
し
な

が
ら
、
元
気
に

が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
で
す
」

と
笑
顔
で
教
え

て
く
れ
た
。

（
伊
根
町
農

業
委
員
会
）

20
年
前
に
実
家
の
施
設
園
芸
を

継
い
で
新
規
就
農
し
た
岩
井
龍
也

さ
ん
（
51
）
。
京
野
菜
を
生
産
し

て
い
た
祖
父
が
他
界
し
、
故
郷
の

農
業
を
将
来
に
残
し
た
い
と
思
い

立
ち
、
土
木
設
計
コ
ン
サ
ル
の
仕

事
を
辞
め
て
妻
と
伊
根
町
に
Ｕ
タ

ー
ン
し
た
。

当
初
は
全
く
の
素
人
だ
っ
た

が
、
先
輩
農
家
に
技
術
を
学
び
、

現
在
は
、
九
条
ネ
ギ
を
中
心
に
、

壬
生
菜
、
小
カ
ブ
、
生
姜

シ
ョ
ウ
ガ

な
ど
の

家
族
で
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
満
喫

農
業
を
継
続
で
き
る
環
境
づ
く
り
を


梨梨

京
都
府
初
の

梨
新
品
種
に
期
待

丹
後
農
業
研
究
所

中村委員（左）と岡本委員

伊根町 岩井龍也さん

岩
井
龍
也
さ

ん
、
士
月

し
づ
き

さ
ん

夫
妻

京
都
で
農
業
を
め
ざ
す
人
集
ま
れ


新
規
就
農
セ
ミ
ナ
ー

８
月

日
開
催

る。人材育成・財務分析・

販売戦略など経営者に不可

欠な能力を鍛え、切
せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

する経営者の仲間づくりが

できる。

経営塾の参加費は１人３

万円。受講の問い合わせ・

申し込み先は、府農業会議

(京都農人材育成センター)

☎075・417・6847まで。

京都府農業会議は、次世

代の農業経営者を育成する

｢京都農業経営塾｣(８月開

講、全８回＋個別相談会)

の受講生を募集している。

塾では、ウェブミーティ

ングや個別相談で専門家や

先輩農業者のアドバイスを

受けながら、経営理念や具

体的な経営計画を作成す

京都農業経営塾 ８月27日開講

受講生を募集

｢食料･農業･農村基本法｣改正で
農委会の｢土地と人｣対策に期待

京
都
府
農
業
会
議
創
立

周
年
記
念

収穫直前の新系統

の果実（丹後農業

研究所撮影） 全
国
農
業
会
議
所
・
稲
垣
専
務
が
記
念
講
演

｢

多
様
な
農
業
者｣

を
支
え


地
域
計
画
の
実
現
に
全
力
を

農業委員会会長等
研 修 会 を 開 催

京都 ８年(令和6年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


